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 【振り返りの例】  

よくできた→◎ できた→○ あまりできなかった→△ 

○繰り返して取り組むこともできます。 
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学習を通して気づいたことや、がんばりたいことを記録してお

こう。 

学習の記録３  



 5

数学 中学１年           第１章 正負の数 
           第１章 正負の数  

１－１ 正負の数  
符号のついた数 
１ 次のことを正の符号、負の符号をつけて表

しなさい。       
（１）５００円の収入を＋５００円と表すとき、

３５０円の支出 
 

（２）海面の高さを０ｍとしたとき、 
海抜２００ｍ 

 
（３）昨日の気温２℃を基準としたとき、 

今日の気温５℃ 
 
 
２ 次のことを正の符号、負の符号をつけて表

しなさい。           
（１）０より８大きい数 
 
（２）０より７小さい数 
 
（３）４より６大きい数 
 
（４）３より７小さい数 
 
（５）－４より５大きい数 
 
（６）－６より３小さい数 
 
 
３ 次の数に対応する点を、下の数直線の上に

表しなさい。           
（１）＋３    （２）－２ 

（３）＋３.５   （４）
２

１ 

－3   －2  －1    0    +1   +2    +3 
 

               
               

数の大小 
４ 次の各組の数の大小を、不等号を使って

表しなさい。         

（１）－５，－６  
 
 
（２）－０.６，－１.５，－０.９ 

 
 
（３）＋５，－７，＋１２ 

 
 

（４）
２

１
 ，－０.６， 

３

２
 ，０.７ 

 
 
 

５ 次の数の絶対値をいいなさい。 

（１）＋４     （２）
３

１ 

 
 
（３）－０.６    （４）０ 

 
 
 

６ 次の問に答えなさい。    
（１）絶対値が５である数を書きなさい。  

 
 
（２）絶対値が３より小さい整数をすべて書

きなさい。 
 
 
（３）絶対値が５.５より小さい自然数をすべ

て書きなさい。 
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１－２ 加法と減法 
加法 
７ 次の計算をしなさい。     
（１）（＋３）＋（＋４） 
 
 
（２）（＋７）＋（＋５） 
 
 
（３）（＋９）＋（＋４） 
 
 
（４）（－４）＋（－５） 
 
 
（５）（－６）＋（－７） 
 
   
（６）（－１２）＋（－２）  
 
 
 
８ 次の計算をしなさい。     
（１）（＋５）＋（－３）  
 
 
（２）（＋３）＋（－６） 
 
 
（３）（－２）＋（＋８） 
 
 
（４）（－６）＋（＋６） 
 
 
（５）（＋４）＋（－７） 
 
 
（６）（＋８）＋（－１３） 
 

９ 次の計算をしなさい。 
（１）（＋４.６）＋（＋２.６） 

 

（２）（＋５.４）＋（－６） 

 

（３）
４

１

４

３  

 

（４）
６

５

３

２  

 

（５）
３

２

４

１  

 

 
１０ 次の計算をしなさい。 
（１）（＋３）＋（－７）＋（＋６） 

 

（２）（－７）＋（＋６）＋（＋７）＋（－８） 

 

（３）（＋１.２）＋（－５.４）＋（＋３.９） 

 

（４）
４

３

２

１

３

２  
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減法 
１１ 次の計算をしなさい。 
（１）（＋８）－（＋３）          
 
 
（２）（＋６）－（－４）    
 
 
（３）（－５）－（＋５）  
 
 
（４）（＋７）－（＋８）       
 
 
（５）（－９）－（－４）         
 
 
（６）（－７）－０          
 
 
 
１２ 次の計算をしなさい。     
（１）（＋１.３）－（－２.８） 

 

（２）（－３.８）－（＋１.３）  

 

（３）
４

３

４

１  

                

（４）
４

１

６

５  

                

（５）
６

５

８

５  

 

加法と減法の混じった計算 
１３ 次の計算をしなさい。 
（１）２－６ 

 
 
（２）－６－７ 

 
 
（３）－８－４ 

 
 
（４）－７＋４＋２ 

 
 
 
（５）１－６－４＋（－３） 

 
 
 
（６）－９－（－６）－８＋４ 

 
 
 
（７）－５＋２＋１－８ 

 
 
 
（８）－２.４＋８.２－６ 

 
 
 

（９）
５

３

３

２

５

２  

 
 
 

（１０）－２.５
４

３

５

２
－１.４ 
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１－３ 乗法と除法 
乗法 
１４ 次の計算をしなさい。 
（１）（＋７）×（＋３） 
 
 
（２）（－６）×（－３） 
 
 
（３）（＋４）×（＋８） 
 
 
（４）（－５.４）×（－０.２） 
 
 

（５）
３

２

４

１  

 
 
 
 
１５ 次の計算をしなさい。    
（１）（－４）×（＋２） 
 
 
（２）（＋７）×（－６） 
 
 
（３）（－９）×（＋８） 
 
 
（４）（－３.５）×（＋０.４） 
 
 

（５）
６

１

４

３  

 
 
 
 

１６ 次の計算をしなさい。 
 
（１）３×（－４）×（－２） 

 
 
（２）７×６×（－２） 

 
 
（３）（－６）×５×（－４）×（－３） 

  
 
（４）－２.５×７×（－８）×（－４） 

 
 

（５） ９
１５

２

１２

５  

 
 
 

１７ 次の積を累乗の指数を使って表しなさ

い。            
（１）（－２）×（－２）×（－２） 

 
 

（２）
２

１

２

１  

 
 
 

１８ 次の計算をしなさい。   
（１）

３
－１  

 
 
（２） ２６  

 
 
（３） ２２

３５  
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除法 
１９ 次の計算をしなさい。    
（１）（＋８）÷（＋２） 
 
 
（２）（－１８）÷（－６） 
 
 
（３）（＋２７）÷（＋３） 
 
 
（４）（－７２）÷（－３） 
 
 
（５）（＋１４４）÷（＋６） 
 
 
（６）（－１９２）÷（－１２） 
 
 
 
２０ 次の計算をしなさい。    
（１）３６÷（－６） 
  
 
（２）－３８÷２ 
 
 
（３）４８÷（－３） 
 
 
（４）０÷（－９）  
 
 
（５）９６÷（－８） 
 
 
（６）－９１÷１３ 
 
 

２１ 次の計算をしなさい。   

（１）
９

２
÷(－４) 

 
 
 

（２）(－６)÷
２

１  

 
 
 

（３）
８

５
÷

４

１５  

 
 
 
 

乗法と除法の混じった計算 
２２ 次の計算をしなさい。   
（１）（－２４）÷（－８）×３ 

 

 

（２）－１５×３÷（－１２） 

 

 

（３）
４

１５

６

５

４

３  

 

 

（４）
８

３

２１

４

７

４  
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四則の混じった計算 
２３ 次の計算をしなさい。   
（１）６×（－３）＋２ 
 
 
 
（２）－５＋３×（－４） 
 
 
 
（３）６０÷（－６＋２） 
 
 
 
（４）２×（－４）－（－８）×３ 
 
 
 
（５）－３ ×｛－８÷（２－６）｝ 
 
 
 
（６）{(６－７) ×（－７）}×（－５） 
 
 
 
 
２４ 次の計算をしなさい。   
（１）(－３＋５)２×(－４)÷８ 

 

 

 

 

（２）
４

１

３

２
１２

４

３

８

５
１６  

 

 

 

 

数の範囲と四則 
２５ 次の①～④の式の中で、計算の結果が

自然数になるものをすべて選びなさい。 
                  
  ①３＋２   ②２＋３ 
  ③３－２   ④２－３ 
  ⑤３×２   ⑥２×３ 
  ⑦３÷２   ⑧２÷３ 
 
 
２６ 次の問に答えなさい。      
（１）次の①～④の式の中で、□や△にどんな

自然数を入れても、計算の結果がいつでも

自然数になるものをすべて選びなさい。   

   ①□＋△ 
   ②□－△ 
   ③□×△ 
   ④□÷△ 
 
 
（２）（１）で計算の結果が自然数とならないも

のすべてについて、そのような式の例を 
１つずつあげなさい。 

 
 
 
２７ 次の①～④の式の中で、計算の結果が 

整数になるものをすべて選びなさい。 
                  
  ①（＋３）＋（－２） 
  ②（＋２）＋（－３） 
  ③（＋３）－（－２） 
  ④（＋２）－（－３） 
  ⑤（＋３）×（－２） 
  ⑥（＋２）×（－３） 
  ⑦（＋３）÷（－２） 
  ⑧（＋２）÷（－３） 
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２８ 次の問に答えなさい。    
（１）次の①～④の式の中で、□や△にどん

な整数を入れても、計算の結果がいつで

も整数になるものをすべて選びなさい。 
①□＋△ 

    ②□－△ 
    ③□×△ 
    ④□÷△ 
 
 

（２）（１）で計算の結果が整数とならないも

のすべてについて、そのような式の例を

１つあげなさい。 
 
 
 
２９ 下の表は、表の１番左のらんにあげたそ

れぞれの数の範囲において、四則を考える

ものです。 
計算の結果で、その数の範囲においてい

つでもできる場合には○を記入しなさい。

また、そうでない場合には×を記入しなさ

い。 
ただし、除法については、０でわること

は除いて考えます。      

 

 加法 減法 乗法 除法 

自然数     

整 数     

数     

 
 

正負の数の利用 
３０ 下の表は、中学生Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの４

人の身長が１６５ｃｍより何ｃｍ高いか

を示したものです。 

この４人の身長の平均を、次のように

求めました。   に数を入れなさい。 

【求め方】 

（４人の身長の平均） 
＝165＋{(＋3)+(－2)＋(＋9)＋(－4)}÷  。 
＝165＋   ÷   。 
＝165＋   。 
＝    （cm）ああ 0 あ（） 

 
 

３１ 下の表は、Ａ君の定期考査の点数です。 
３０の求め方を参考にして、平均点を

求めなさい。 
教科 国語 社会 数学 理科 英語 
点数 ６５ ７２ ８６ ７７ ８０ 

 
 
 
 
 

３２ Ａは正の数、Ｂは負の数です。Ａの絶

対値がＢの絶対値より大きいとき、次の

①～④の式の中で、負の数を表すものを

選びなさい。 
①Ａ＋Ｂ  ②Ａ－Ｂ 
③Ｂ＋Ａ  ④Ｂ－Ａ 

 
 
 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ  
165ｃｍ 
との違い 

＋３ －２ ＋９ －４  
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数学 中学１年          第２章 文字と式 

            第２章 文字と式  
２－１ 文字を使った式 
文字の使用 
３３ 次の（１）～（８）について、文字を使

った式で表しなさい。     
（１）全部でｎ人いる学級で、女子の人数は、

１６人です。男子の人数は何人ですか。 
 
 
 

（２）一辺が a ｃｍのひし形の周の長さは、何

ｃｍですか。 
 
 
 
（３） b ｍのひもを、4 人で等しく分けました。

このとき、一人分のひもは何ｃｍですか。 
 
 
 
（４）ある日の札幌の気温が a ℃のとき、東京

の気温は札幌より 7℃高かったという。東京

の気温は何度ですか。 
 
 
 
（５）1 個 a 円のリンゴを３個買ったときの代

金はいくらですか。 
 
 
 
（６）1 個 a 円の品物を２個買い、５００円出

したときのおつりはいくらですか。 
 
 
 
（７）縦５ｃｍ、横 a ｃｍの長方形の面積は、

何ｃｍ²ですか。 
 

（８）５０円切手 x 枚と８０円切手 y 枚の合

計の金額はいくらですか。 
 
 
 

文字を使った式の表し方 
３４ 次の式を、文字式の表し方にしたがっ

て表しなさい。       
（１） ba  

 
 
（２） ba ３   

 
 
（３）（ｎ－５）×２ 

 

 

（４） x ×(－１)× a ×５ 

 

 

（５）３× a ×(－２)× b  

 

 

（６） a × b × a ×(－４) 

 

 

（７） ６b  

 

 

（８） ２３ a  

 

 

（９）( a ＋８)÷３ 

 

 

（１０） x ÷(－３) 
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３５ 次の式を、×や÷の記号を使って表しな

さい。            
（１） ab  

 

（２） ２２ ab  

 

（３） １６ a  

 

（４）
３

b  

 

（５）
５

２ ba  

 
 
３６ 次の数量を表す式をつくりなさい。 
 
（１） a と b の和の２倍 
 
 
 
 
（２） a の３倍とb の和 
 
 
 
 
（３） x と y の積の５倍 
 
 
 
 
（４）５００ｃｃのお茶を、 x 人で分けたとき

の 1 人分の量 
 
 
 

（５）時速５０ｋｍで、aｋｍ進んだときに 
かかる時間 

 
 
 
（６）１冊１２０円のノート x 冊と，１個 

５０円の消しゴムを１個買ったときの 
代金 

 
 
 
（７）２０ｍの重さが、a ｇである針金の， 

１ｍあたりの重さ 
 
 
 
（８）1 回目の点数がa 点，２回目がb 点， 

３回目がc点である３回のテストの平 
均点。 

 
 
 
代入と式の値 

３７ a ＝－２のとき、次の式の値を求めな

さい。       
（１）３－２ a  

 
 
 
（２）４ a ＋７ 

 
 
 
（３）

2a  
 
 
 
（４）－８

2a  
 
 
 

 

 

 

 
（ｃｃ） 

 
（時間） 

 
（円） 

 
（ｇ） 

 
（点） 
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３８ 空気中を伝わる音の速さは，気温がｔ℃

のとき，毎秒 (331.5＋0.6ｔ) ｍと表すこと

ができます。         
（１）気温が０℃のとき、音の速さを求めなさ

い。 
 
 
 
 
（２）気温が１５℃のとき、音の速さを求めな

さい。 
 
 
 
 
（３）気温が３２℃のとき，雷が光ってから３

秒後に音が聞こえました。 
雷が落ちた場所までの距離は何ｍと考え

られますか。 
 
 
 
 
 
２－２ 文字式の計算 
１次式の計算 
３９ 次の計算をしなさい。   
（１）５ x ＋３ x  
 
 
（２）８ y －３ y  
 
 
（３）４ x －３ x  
 
 
（４）－５ y － y  
 
 
 

（５）３ x ＋２－２ x ＋６ 
 
 
（６） x ＋７－４ x ＋１ 

 
 
 
 

４０ 次の計算をしなさい。 
 

（１）（３ x －２）＋（４ x ＋５） 
 
 
 
 
（２）（７ x －４）＋（３ x ＋１） 

 
 
 
 
（３）（ x ＋６）＋（５ x －３） 

 
 
 
 
（４）（６ x －５）－（３ x ＋２） 

 
 
 
 
（５）（２ x ＋５）－（４ x －１） 

 
 
 
 
（６）（５－３ x ）－（２ x －７） 
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４１ 次の計算をしなさい。  
（１）３（a ＋４b ） 
 
 
 

（２）－５（２ x ＋３） 

 
 
 

（３）１２
４

３

３

２x  

 
 
 

（４） １５
３

５２ x  

 
 
 
 
４２ 次の計算をしなさい。    
（１）（１２ x －４）÷４ 
 
 
 
（２）（２４ x －１６）÷（－４） 
 
 
 
（３）（１６ x ＋１０）÷（－２） 
 
 
 
 
４３ 次の計算をしなさい。    
（１）５（２ x －３）＋３（４ x ＋１） 
 
 

（２）３（４ x ＋５）＋５（３－２ x ） 
 
 
 
 
（３）２（３ x ＋５）－６（ x －５） 

 
 
 
 
（４）４（－２－３ x ）－６（２ x －１） 

 
 
 
 

（５）
２

１
（４ x －６）－

３

２
（６ x ＋９） 

 
 
 
 
 

文字を使った公式 
４４ 次の公式を、文字を使った式で表しな

さい。            
（１）底辺がa 、高さがh である三角形の面積 

 
 
 
 
（２）縦がa 、横がb の長方形の面積 

 
 
 
 
（３）半径が r の円の面積（円周率はπとする） 
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数学 中学１年          第３章 方程式 
             第３章 方程式  
３－１ 方程式 
大小関係を表す式 
４５ 次の数量の間の関係を不等式で表しな

さい。             
（１） x を２倍して８を加えた数は、２０より

小さい。 
 
（２） x を５倍して１２をひいた数は、 x の

２倍より大きい。 
 
（３） x を６倍して３加えた数は、 x を８倍

して９をひいた数より小さい。 
 
（４）１個 a 円のみかん６個と、１個 b 円のり

んごを４個買うと代金は、１０００円より

安い。 
 
（５）１冊 a 円のノート５冊の代金は、１冊 b

円のノート４冊と１本５０円の鉛筆３本の

代金の合計より安い。 
 
（６）１００枚の画用紙を、 x 人の子どもに１

人３枚ずつ配っても、画用紙は余る。 
 
 
４６ 次の不等式が表す関係を言葉で表しな

さい。               
（１）３ x ＋８＜１５ 
 
 
 
 
（２）５ x －１２＞３ x ＋６ 
 
 
 
 
 

４７ 次の数量の間の関係を不等式で表し

なさい。             
（１） x を３倍して２を加えた数は、１０以

上である。 
 
 
（２）x を６倍して３をひいた数は、x の４

倍以下である。 
 
 
（３） x に４を加え３倍した数は、２０未満

である。 
 
 
（４）a ｋｍの道のりを、時速３ｋｍの速さ

で歩いたら、かかった時間は b 時間以下

であった。 
 
 
（５）１個 a 円のリンゴ６個と、１個 b 円の

なしを４個買い、２００円の箱につめて

もらったところ、代金は１５００円以下

であった。 
 
 
（６）底辺がa ｃｍ、高さが h ｃｍである三

角形の面積は３０ｃｍ²以上である。 
 
 
 
４８ b 円をもって、１枚 a 円のハンカチ

４枚と１足５００円のくつ下を買いに

行った。このとき、４ a ＋５００＜ b
は、どんな関係を表していますか。 
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いろいろな方程式 
４９ 次の方程式を解きなさい。 
（１）５ x ＝３（ x ＋４） 
 
 
 
 
 
（２）３（２－ x ）－４ x ＝－８ 
 
 
 
 
 
（３）３（ x －２）＝２（３ x －５）＋１ 
 
 
 
 
 
（４）２ x ＋３（ x ＋１）＝１２ 
 
 
 
 
 
（５）３ x －７＝－（６ x ＋２）－４ 
 
 
 
 
 
 
５０ 次の方程式を解きなさい。  
（１）－０.３ x －１.２＝０.３ 
 
 
 
 
 

（２）０.８ x ＋１.２３＝１.７ x －０.７７ 
 
 
 
 
 
 
 

５１ 次の方程式を解きなさい。  

（１） x
２

１
－１＝ x

３

１  

 
 
 
 
 

（２）３－
６

x
＝ x
２

１  

 
 
 
 
 

（３）
３

３２

４

１３ xx
＝２ 

 
 
 
 
 
 

（４）
３

１２ x
＝

５

２２ x
＋２ 
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３－２ １次方程式の利用 
１次方程式の利用 

５２ 「１個１２０円のりんごと、１個８０円

のオレンジを合わせて１６個買ったら、代

金が１４００円であった。それぞれ何個、

買ったのでしょうか。」 
このことについて、りんごの個数を x 個

としたとき、次の問に答えなさい。 
 

（１）オレンジの個数を、 x を使って表しなさ

い。 
 
 
 
（２）「りんごの代金」＋「オレンジの代金」が、

１４００円ということから、方程式を立て

なさい。 
 
 
 
（３）（２）の方程式を解いて、りんごの個数を

求めなさい。 
 
 
 
（４）オレンジの個数を求めなさい。 
 
 
 
５３ 「A 君と B 君は合わせて１０００円持っ

ていた。A 君が１５０円、B 君が２５０円

使ったので、A 君の残金が、B 君の残金の

３倍になった。A 君が最初に持っていた金

額はいくらでしょうか。」 
このことについて、A 君が最初に持って

いた金額を x 円としたとき、次の問に答え

なさい。            
 
 

（１）「A 君の残金が、B 君の残金の３倍」と

いうことから、方程式を立てなさい。 
 
 
 
 

（２）（１）の方程式を解いて、A 君が最初に

持っていた金額を求めなさい。 
 
 
 
 
 

５４ 「何人かの生徒にノートを配るのに、 
１人に５冊ずつ配ると２１冊足りない。 

また、１人に３冊ずつ配ったら２５冊

余る。生徒は何人いましたか。」 

このことについて、生徒の人数を x 人

としたとき、次の問に答えなさい。 
 
（１）「１人に５冊ずつ配ると２１冊足りな

い。」ということから、ノートの冊数を、

x を使って表しなさい。 
 
 

（２）「１人に３冊ずつ配ったら２５冊余る。」

ということから、ノートの冊数を、 x を

使って表しなさい。 
 
 

（３）（１）と（２）から方程式を立てなさい。 
 
 
 

（４）（３）の方程式を解いて、生徒の人数を

求めなさい。 
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５５ 「バラを２０本買うには、１０００円足

りなかったので、１６本買うことにしたら、

８００円余った。バラ１本の値段を求めな

さい。」 
このことについて、バラ１本の値段を x

円としたとき、次の問に答えなさい。 
 

（１）「バラを２０本買うには、１０００円足り

なかった。」ということから、持っていたお

金を、 x を使って表しなさい。 
 
 
 
（２）「１６本買うことにしたら、８００円余

った。」ということから、持っていたお金

を、 x を使って表しなさい。 
 
 
 
（３）方程式を立て、バラ１本の値段を求めな

さい。 
 
 
 
 
 
（４）持っていたお金を求めなさい。 
 
 
 
 
 
５６ 「A 君がある地点を出発してから１０分

後にB君がその地点を出発してA君を追い

かけた。A 君の速さを毎分６０ｍ、B 君の

速さを毎分８０ｍとしたとき、B 君が出発

してから何分後にA君に追いつきますか。」 
このことについて、B 君が出発してから

x 分後に A 君に追いつくとしたとき、次の

問に答えなさい。       

（１）B 君が A 君に追いついたときまでに、

A 君と B 君が進んだ道のりをもとに、方

程式を立てなさい。 
 
 
 
 

（２）（１）の方程式を解いて、何分後に追い

つくのか求めなさい。 
 
 
 
 
 
 

５７ 「ある山のふもとから頂上まで、行き

は分速５０ｍ、帰りは分速７０ｍの速さ

で往復したら､1 時間１２分かかったと

いう。ふもとから頂上まで何ｍあります

か。」 
このことについて、ふもとから頂上ま

での道のりを x ｍとしたとき、次の問に

答えなさい。         
 

（１）「行きにかかった時間」と「帰りにかか

った時間」を、 x を使って表し、方程式

を立てなさい。 
 
 
 
 

（２）（１）の方程式を解いて、ふもとから頂

上までの道のりを求めなさい。 
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比と比の値 
５８ 次の比を、もっとも小さい自然数の比に

直しなさい。          
（１）６：８ 
 
（２）１４：２１ 
 
（３）９８：４２ 
 
（４）0.6：0.15 
 
（５）４：2.4 
 

（６）
２

１
：
３

１ 

 
５９ 次の比の値を求めなさい。 
（１）４：３ 
 
（２）７：４２ 
 
（３）８：１２ 
 
（４）３９：１３ 
 
比例式の性質 
６０ 比例式の性質である 
「 a ： b ＝ m ： n  ならば an ＝ bm 」

が成り立つことを、「３：４＝６：８」を使っ

て、次のように確かめます。 
     にあてはまる言葉、数、文字を入

れなさい。           
【確かめ】 

３：４＝６：８で、    が等しいから 

　
４

３
＝
８

６
であり、この両辺に、両辺の分母の最小

公倍数     をかけると、 
 
 
 

　
４

３
×    ×８＝

８

６
×４× 

したがって、 
   ３×８＝    × 

となる。 
 
 
６１ 次の比例式で、 x の値を求めなさい。            

 
（１） x ：８＝３：１２ 
 
 
（２）９：５＝ x ：１５ 
 
 
（３）（ x ＋３）：４＝２０：１６ 
 
 
 
比例式の利用 
６２ 次の問に答えなさい。 

（１）あるお菓子を作るとき、バター２０ｇ

に小麦粉を５０ｇの割合で混ぜます。こ

れと同じお菓子を作るために、バターを

９０ｇ用意しました。小麦粉は何ｇ用意

すればよいですか。 
 
 
 
 
（２）２４０枚の折り紙を兄と弟で分けるの

に、兄と弟の枚数の比が５：３になるよ

うにするには、兄の枚数を何枚にすれば

よいですか。 
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６３ 「方程式４ x ＋ a ＝ x － a の解が、 
x ＝２となるには、 a の値がいくつか」 
という問題を次のように求めた。 
   に、数を入れなさい。 

 
【求め方】 

４ x ＋ a ＝ x － a に、x ＝２を代入す

ると、 
４×  ＋ a ＝  － a  
  ＋ a ＝  － a  

この a についての方程式を解くと、 

a ＝   。 
 
６４ 方程式３( x －２)－３ a ＝－４の解が、

x ＝４である。 
このとき、 a の値を求めなさい。 

 
 
 
 
 
 
 
６５ 「２けたの整数がある。一の位の数は十

の位の数より６大きく、一の位の数と、十

の位の数を入れ替えてできる整数は、もと

の数の３倍より２小さい。もとの整数を求

めなさい。」 
このことについて、もとの整数の十の位

の数を x としたとき、次の問に答えなさ

い。 
（１）もとの整数の一の位の数を、 x を使って

表しなさい。 
 
 
（２）もとの整数を、 x を使って表しなさい。 

（３）入れ替えてできる整数を、 x を使って

表しなさい。 
 
 
 

（４）「入れ替えてできる整数は、もとの数の

３倍より２小さい。」ということから、方

程式を立てなさい。 
 
 
 

（５）（４）の方程式を解いて、もとの整数を

求めなさい。 
 
 
 
６６ 「ある中学校の１年生は全員で２２０

人います。この中でめがねをかけている

生徒は、男子は男子全体の１２％、女子

は女子全体の５％で、合わせて１８人い

ました。この学校の女子全員の人数を求

めなさい。」 
このことについて、女子全員の人数を

x 人としたとき、次の問に答えなさい。 
（１）めがねをかけている生徒の人数に関し

て、方程式を立てなさい。 
 
 
 
 

（２）（１）の方程式を解き、この学校の女子

全員の人数を求めなさい。 
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数学 中学１年         第４章 比例と反比例 
         第４章 比例と反比例  

４－１ 比例 
関数 
６７ 次の①～⑥について、y が x の関数であ

るものには○を、そうでないものには×を記

入しなさい。           
①周の長さが x ｃｍの長方形の面積は y  

ｃｍ²である。 
 
 

②自然数 x の約数の個数は y 個である。 
 
 

③６００円持っていて、１冊１００円のノー

トを x 冊買ったときの残金は y 円である。 
 
 

④ある郵便物の料金が x 円であるときの郵便

物の重さは y ｇである。 
 
 

⑤半径 x ｃｍの円の円周は y ｃｍである。 
 
 

⑥１００枚の画用紙を、 x 人の子どもに１人

３枚ずつ配ったときに余った画用紙は y 枚

である。 
 
 
 
６８ １辺の長さが x ｃｍのひし形の周りの長

さを y ｃｍとする。このとき、次の問に答え

なさい。 
 
（１） y が x の関数であるといえますか。 
 
 
（２） y を x の式で表しなさい。 
 

（３）下の表の空らんにあてはまる数を書き

入れなさい。 
 

x  １ ２ ３ ４ ５ 

y       

 
 
（４） x と y の対応のしかたを、矢印と言葉

を使って、次のように表す。    に

あてはまる言葉を書き入れなさい。 
 
 

x            y  
 
 
６９ １枚１００円のハンカチ x 枚と、１足 

５００円のくつ下を買ったときの代金を

y 円とする。このことについて、次の問

に答えなさい。 

（１） y を x の式で表しなさい。 
 
 
（２）下の表の空らんにあてはまる数を書き

入れなさい。 
 

x  １ ２ ３ ４ 

y      

 
 
（４） x と y の対応のしかたを、矢印と言葉

を使って、次のように表す。    に

あてはまる言葉を書き入れなさい。 
 
 

x               y  
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比例する量 
７０ ３０Ｌ入る水槽に、毎分３Ｌの割合で水

を入れるとき、水を入れてから x 分後の水

の量を y Ｌとしたとき、次の問に答えなさ

い。 

 

（１）次の表を完成しなさい。 

x （分） ０ １ ２ ３ ４ ５ 

y （Ｌ） ０      

 

（２） x の値が２倍になると、 y の値は何倍に

なりますか。また、 x の値が３倍になると

y の値は何倍になりますか。 

 

 

 

 

（３） y を x の式で表しなさい。このとき、 

y は x に比例するといえますか。 

 

 

 

 

（４）７分後の水の量を求めなさい。 

 

 

 

 

 

（５）水槽の水の量がいっぱいになるのは、水

を入れ始めてから何分後ですか。 

 

 

 

 

 

７１ 次のことについて、y を x の式で表し

なさい。また、そのときの、比例定数を

求めなさい。          

（１）一辺が x ｃｍの正方形の周の長さ y ｃｍ 

 

 

 

（２）時速 x ｋｍで，２時間走ったときの距

離が y ｋｍ 

 

 

 

 

７２ ある自動車は、２Ｌのガソリンで１８ｋｍ

走る。この自動車が x Ｌのガソリンで 

y ｋｍ走るとして、次の問に答えなさい。  

（１） y を x の式で表しなさい。 

 

 

 

（２）７２ｋｍ走るのに必要なガソリンの量

を求めなさい。 

 

 

 

 

７３ 太さが一定の鉄の棒が４０ｍあり、５ｍの

重さが２０ｋｇです。この鉄の棒 x ｍの重さ

を y ｋｇとするとき、次の問に答えなさい。

（１） y を x の式で表しなさい。 

 

 

 

（２） x の変域は、０≦ x ≦４０です。この

とき、 y の変域を求めなさい。 
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７４ 次の問に答えなさい。   

（１） y は x に比例し、x ＝５のとき y ＝１０

である。 y を x の式で表しなさい。

（２） y は x に比例し、 x ＝３のとき y ＝１

である。 y を x の式で表しなさい。

また、x ＝２１のときの y の値を求めな

さい。

（３） y は x に比例し、対応する x ，y が下の

表のようになっている。このとき、 y を x
の式で表しなさい。また、 y ＝１２に対応

する x の値を求めなさい。

x ・・・４・・・・８・・・・

y ・・・１・・・・２・・・・

７５ あるバネは、２０ｇのおもりをさげると、

８ｃｍのびます。１００ｇのおもりまでは、

この割合でのびるとして、次の問に答えな

さい。            

（１） x ｇのおもりをさげると y ｃｍのびると

して、 y を x の式で表しなさい。

（２）このバネに３５ｇのおもりをさげると、

何ｃｍのびますか。

（３）このバネののびが２０ｃｍのとき、さ

げたおもりの重さは何ｇですか。

座標

７６ 次のＡ、Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅの座標を求め

なさい。           
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比例のグラフ

７７ 次の式が表すグラフをかきなさい。 

 

（１） xy ２  

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） xy  

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） xy
３

１
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） xy
４

３
 

 

 

 

 

 

 

 

７８ 下の比例のグラフ（１）～（４）の式

を求めなさい。         

（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 
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４－２ 反比例 

反比例する量 

７９ 時速 x ｋｍの速さで、３６ｋｍの道のり

を進んだときにかかる時間を、 y 時間とす

る。次の問に答えなさい。   

（１）次の表の空欄をうめなさい。 

時速 
x ｋｍ 

１ ２ ３ ４ ５ 

y 時間 ３６     

 

 

（２） y を x の式で表しなさい。 

 

 

 

 

（３） y は x に反比例するといえますか。 

 

 

 

 

 

８０ 次のことについて、y を x の式で表しな

さい。また、そのときの、比例定数を求め

なさい。            

（１）１００ｃｍのひもを x 等分したときの、

１本の長さを y ｃｍとする。 

 

 

 

 

 

（２）面積が２４ｃｍ²である三角形の底辺の長

さを x ｃｍ、高さを y ｃｍとする。 

 

 

 

 

 

（３）毎分４Ｌずつ水を入れると、６０分でい

っぱいになる水そうに、毎分 x Ｌずつ入れ

たとき、いっぱいになる時間を y 分とす

る。 

 

 

 

 

 

８１ １０Ｌの灯油があります。1時間に x Ｌ
ずつ使うと y 時間使えるとして、次の問

に答えなさい。        

（１） y を x の式で表しなさい。 

 

 

 

 

（２）１時間に０.２Ｌずつ使うと、何時間使

えますか。 

 

 

 

 

８２ y は x に反比例している。 

次の（１）～（３）について、 y を x の式

で表しなさい。また、x ＝－４のときの y
の値を求めなさい。         

（１） x ＝２のとき、 y ＝６ 

 

 

 

 

（２） x ＝－３のとき、 y ＝４ 

 

 

 

 

（３） x ＝４のとき、 y ＝－５ 
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反比例のグラフ 

８３ 次の式が表すグラフをかきなさい。 

（１）
x

y ６
 

 

 

 

 

 

 

 

（２）
x

y １２
 

 

 

 

 

 

 

 

（３）
x

y ６
 

 

 

 

 

 

 

 

（４）
x

y １２
 

 

 

 

 

 

８４ 下の反比例のグラフ（１）～（４）の

式を求めなさい。    
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数学 中学１年          第５章 平面図形  

            第５章 平面図形  

５－１ 対称な図形 

線対称と点対称 

８５ 下のひし形ＡＢＣＤについて、次の問に答

えなさい。        

Ａ 

 

     

Ｂ               Ｄ 

  

                    

Ｃ 

 

（１）上のひし形は、線対称な図形である。対称

の軸をすべてかき入れなさい。 

 

 

（２）上のひし形は、点対称な図形である。対称

の中心Ｏをかき入れなさい。  

 

 

 

対称な図形の性質 

８６ ８５で、対称軸などをかき入れたひし形Ａ

ＢＣＤについて、次の問に答えなさい。 

 

（１）ひし形の向かい合った辺どうしが平行であ

ることを、記号を使って表しなさい。 

 

 

 

 

（２）ひし形の対角線は垂直に交わることを、記

号を使って表しなさい。 

 

 

 

 

 

８７ ℓを軸とする線対称な図形をかきなさい。 

 

ℓ 

 

 

８８ 次のア～キの図形について答えなさい。 

ア 二等辺三角形  イ 正方形  

ウ 平行四辺形  エ 長方形  オ 円 

カ 正八角形  キ 正五角形 

 

（１）線対称ではあるが、点対称ではないもの

をあげなさい。 

 

 

（２）点対称ではあるが、線対称ではないもの

をあげなさい。 

 

 

（３）線対称でもあり、点対称でもあるものを

あげなさい。 
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円と対称 

８９ 下の円Ｏについて、Ａ，Ｂは円周上の点で

ある。このとき、次の問に答えなさい。 

 

               Ａ 

 

Ｏ 

 

               Ｂ 

 

（１）上の円に、弦ＡＢをかき入れなさい。 

 

 

（２）上の図の中心角が大きいほうのおうぎ形に

色鉛筆で、すきな色をぬりなさい。 

 

 

９０ 次の点Ｏについて、（１）～（３）の指示

にしたがって図をかきなさい。   

 

 

 

 

 

 

         Ｏ・  

 

 

 

 

 

 

（１）点Ｏを中心に、半径３ｃｍの円をかきなさ

い。 

 

（２）（１）の円を利用し、正六角形をかきなさい。 

 

（３）（２）の正六角形に点Ｏを通る対角線を３本

かき入れなさい。 

 

９１ 下の図に次の①～③の指示に従って、

図をかき、（１）～（４）の問に答えなさ

い。（Ａは円の中心，Ｃは円周上の点） 

                   

 

Ｃ 

 

Ａ        Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）等しい線分の組をすべて求め、記号で表

しなさい。 

 

 

 

（２）ＡＢとＣＤはどのような関係になるか、

記号で表しなさい。 

 

 

 

（３）△ＡＤＣはどのような三角形ですか。 

 

 

 

（４）四角形ＡＤＢＣがひし形になるのは、ど

のような場合ですか。 

 

 

①Ｂを中心にし、点Ｃを通り円Ａと２点で

交わる円を作図しなさい。 

②点Ｃ以外の交わった点をＤとし、弦ＣＤ

を書き入れ、線分ＡＢとの交点をＰとし

なさい。 

③ＡとＣ，ＡとＤ、ＢとＣ、ＢとＤを結び

なさい。 
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５－２ 基本の作図 

作図の仕方・いろいろな作図 

９２ 次の作図をしなさい。    

（１）点Ｐから直線 m への垂線 

 

     Ｐ・ 

  

 

            

  m 

 

 

 

 

（２）線分ＡＢの垂直二等分線 

         Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

         Ｂ 

 

 

 

（３）∠ＡＯＢの二等分線 

 

    Ａ 

              

             

 

         

                 Ｂ 

                         

 

 

        Ｏ 

（４）△ＡＢＣの辺ＡＢ、辺ＢＣ、辺ＣＡの垂直

二等分線（３本） 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

Ｂ            Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

（５）△ＡＢＣの∠Ａ、∠Ｂ、∠Ｃの二等分線

（３本） 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ                Ｃ 
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（６）線分ＡＢの中点 

 

 

 

 

 

Ａ               Ｂ 

 

 

 

 

 

 

作図の利用 

９３ 次の問に答えなさい。    

（１）下の図の円の中心Ｏを作図により求めなさ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）∠ＡＯＢ＝３０°となるような点Ｂを作図

により求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ               Ｏ 

 

 

（３）下の平行な線分ＡＢ，ＣＤの間にぴった

り入る円を作図により求めなさい。 

 

Ａ          Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ          Ｄ 

 

（４）下の図の長方形ＡＢＣＤを、頂点Ｂと頂

点Ｄが重なるように折ったときにできる

「折り目」を作図により求めなさい。 

 

Ａ              Ｄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ              Ｃ 
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５－３ 図形の移動 

平行移動 
９４ 下の図は、△ＡＢＣを平行移動して 

△Ａ́ Ｂ́ Ć をかこうとしたものである。必要

な辺をかき入れ、図を完成させなさい。 
なお、完成した図には頂点 C’をかき入れな

さい。             
Ａ’ 

 
 Ａ 
         Ｃ 
 

Ｂ’ 
      Ｂ 
 
 
 
回転移動 
９５ 下の図の△ＡＢＣを点Ｏを中心として、時

計の針の回転と反対向きに９０°回転移動し

た△Ａ́ Ｂ́ Ć をかきなさい。 
なお、完成した図には３つの頂点Ａ́ 、Ｂ́ 、

Ć をかき入れなさい。      
 
             Ａ 
 
                    Ｃ 
 
 
                Ｂ 
          ・ 
          Ｏ 
 
 
 
 
 
回転移動 
９６ 次の台形ＡＢＣＤを直線ℓについて対称移

動させた台形Ａ́Ｂ́ Ć Ｄ́をかきなさい。 
なお、完成した図には３つの頂点Ａ́、Ｂ́、

Ć 、Ｄ́をかき入れなさい。 

 
   Ｄ 
 
            Ｃ 
   Ａ 
 
         Ｂ 
 
  ℓ 
 
 
 
 
 
９７ 下の図について、四角形ＡＢＣＤは

長方形です。点Ｅ、Ｆ、Ｇ、Ｈは、それ

ぞれ辺ＡＢ、ＢＣ，ＣＤ，ＤＡの中点で

す。点ＯはＡＣとＢＤの交点です。 
Ａ     Ｈ     Ｄ 

   ○あ  
 ○く  

 ○い  
   ○う  

 ○き  
   ○か  

   ○え  
 ○お  

Ｂ     Ｆ     Ｃ 
このことについて、次の問に答えなさ

い。 
 
（１）三角形○あが平行移動で移ることができ

る三角形の記号をすべてかきなさい。 
 
 
（２）点Ｏを中心とする回転移動で、三角 

形○きに移ることができる三角形の記 
号をすべてかきなさい。 

 
 
 （３）三角形○おが対称移動で移ることができ

る三角形の記号をすべてかきなさい。 

 

Ｅ Ｇ 
Ｏ 
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数学 中学１年          第６章 空間図形  
            第６章 空間図形  
６－１ いろいろな立体 
多面体 
９８ 次の表は、正多面体についてまとめたものです。表を完成させなさい。   

 

 正四面体 正六面体 正八面体 正十二面体 正二十面体 

面の形      

頂点の数      

辺の数      

１つの頂点に

集まっている

辺の数 

     

１つの頂点に

集まっている

面の数 

     

それぞれの正多面体の （面の数）－(辺の数)＋（頂点の数） を計算してみましょう。 

いろいろな立体 
９９ 次の   にあてはまる言葉を入れな

さい。           
（１）底面が三角形、四角形・・・の角柱を、

それぞれ    、    、・・・と

いう。 
 
（２）底面が正三角形、正方形・・・の角柱を、

それぞれ    、    、・・・と

いう。 
 
（３）底面が正三角形、正方形・・・で、側面

がすべて二等辺三角形である角錐を、それ

ぞれ    、    、・・・という。 
 
（４）正四面体は、すべての面が   である

角錐である。 
 
（５）すべての辺の長さが等しい２つの正四角

錐の正方形の部分を合わせると   になる。 

１００ 下の図の角柱、角錐の名前を言いなさ

い。また、それぞれが何面体かを答えな

さい。 
 （１）        （２） 
 
 
 
 
 
 
 
 （３）        （４） 
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６－２ 立体のいろいろな見方 
直線や平面の平行と垂直 
１０１ 下の直方体について、次の問に答えな

さい。              
 

Ｂ       Ｃ 
 

 
 
（１）辺ＡＢと垂直な面をすべていいなさい。 
 
 
（２）辺ＡＢと平行な面をすべていいなさい。 
 
 
（３）辺ＡＢとねじれの位置にある辺をすべて 

いいなさい。 
 
 
（４）面ＡＢＣＤに垂直な辺をすべていいなさい。 
 
 
（５）面ＡＢＦＥに垂直な面をすべていいなさい。 
 
 
 
１０２ 下の図のように、立方体ＡＢＣＤ－Ｅ

ＦＧＨから三角すいＡ－ＢＤＥを切り取

った立体について、次の問に答えなさい。 
 
           Ｄ        Ｃ 
 
     Ａ         Ｂ 
 
 
          Ｈ         Ｇ 
     Ｅ          Ｆ 
（１）面ＢＣＤと平行な面をいいなさい。 
 
 

（２）辺ＣＧと平行な辺をすべていいなさい。 
 
 
 
（３）辺ＢＣと垂直な辺をすべていいなさい。 

 
 
 
（４）辺ＢＥとねじれの位置にある辺をすべて

いいなさい。 
 
 
 
（５）△ＢＤＥは、どんな三角形かいいなさい。 

 
 
 
 

面の動き 
１０３ 下の三角形を面に垂直に移動したとき

にできる立体の見取り図をかきなさい。

また、その立体の名前をいいなさい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１０４ 下の三角形を、辺ＡＣを軸に回転した

ときにできる立体の見取り図をかきなさ

い。また、その立体の名前をいいなさい。 
     Ａ    

 
 
 
     Ｂ     Ｃ 

 

Ｅ Ｈ 

Ａ Ｄ 

Ｇ Ｆ 
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立体の投影図 
１０５ 下の図のように円すいを置くとき、立

面図と平面図はそれぞれどんな図形にな

りますか。              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１０６ 次の（１）～（４）の投影図は、三角

すい、三角柱、正四角柱、円すい、円柱、

球のうち、どの立体を表わしていますか。  

 
（１） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１０７ 立面図と平面図が合同な長方形であ

る立体について、次の①～⑥の中で考

えられる立体をすべて選び、記号で答

えなさい。 
    

①直方体  ②円柱   ③三角柱 
④四角すい ⑤円すい  ⑥三角すい 

 
 
 
１０８ 次の問に答えなさい。     
（１）立面図が二等辺三角形で、平面図が正

三角形の立体の名前をいいなさい。 
 
 
 （２）立面図が長方形で、平面図が三角形の

立体の名前をいいなさい。 
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立体の展開図 
１０９ 次の展開図を組み立ててできる立体の

名前をいいなさい。また、その立体の見

取り図をかきなさい。     
（１） 
 
 
 
 
 
 
（２） 
 
 
 
 
 
 
（３） 
 
 
 
 
 
 
 
１１０ 下の図のおうぎ形の、弧の長さと面積

を求めなさい。          
 

１２ｃｍ 
 

６０° 
 
 
 
 
 
 
 
 

１１１ 次の図形の影をつけた部分の面積を

求めなさい。       
（１）おうぎ形 

       
    6ｃｍ 
     
  
        3ｃｍ 
 
 
 
 
 
 
（２）半円 

             6ｃｍ 
 

 
10ｃｍ 

 
 
 
 
 
 
 
（３）正方形とおうぎ形 

 
8ｃｍ 

 
       8ｃｍ 
 

8ｃｍ 
 
 
 
 
 
 

60° 
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６－３ 立体の表面積と体積 
表面積・体積 
１１２ 下の円柱の表面積と体積を求めなさい。 

   
        ６ｃｍ 
 
 

８ｃｍ 
 

 
 
 
 
 
１１３ 下の円すいの表面積と体積を求めなさ

い。ただし、底面の半径は5ｃｍ、高さは

12ｃｍ、母線の長さは13ｃｍとする。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
１１４ 次の問に答えなさい。 
 
（１）底面の半径が６ｃｍ、高さが１０ｃｍの

円柱の表面積を求めなさい。 
 
 
 
 
（２）底面の半径が３ｃｍ、母線の長さが５ｃｍの

円錐の表面積を求めなさい。 
 
 
 

１１５ 次の展開図の立体の体積と表面積を

求めなさい。       ⇒ 
 

６ｃｍ 
 

８ｃｍ 
 
 

10ｃｍ 
 
 

 
 
 
 
 

１１６ 下の図の長方形について、次の問に

答えなさい。   
 

Ａ           Ｄ 
 
 
 
 

Ｂ           Ｃ 
（１）ＡＢを軸にして回転したときにできる

立体の体積と表面積を求めなさい。 
 
 
 
 
 
 
（２）ＢＣを軸にして回転したときにできる

立体の体積と表面積を求めなさい。 
 
 
 
 
 

５ｃｍ 

８ｃｍ 

12ｃｍ 
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球の体積と表面積 
１１７ 次の    にあてはまる言葉、数、

文字をかき入れなさい。 

（１）球の体積は、その球がちょうど入る円柱

の体積の    である。 

（２）半径 r ｃｍの球がちょうど入る円柱は、

底面の半径が r ｃｍで、高さが 

ｃｍであるから、その体積は 

ｃｍ３となる。 

（３）したがって、半径 r ｃｍの球の体積は 

「（２）の円柱の体積」×    なので、 

      × 

   ＝ 

  と表わされる。 

（４）また、半径 r ｃｍの球の表面積は、 

と表わされる。 
 
 
１１８ 次の問に答えなさい。     

（１）下の球の体積と表面積を求めなさい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）下の球の体積と表面積を求めなさい。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
１１９ 下のおうぎ形を、ＡＯを軸として１

回転させてできる立体について、次の

問に答えなさい。 
     Ａ 
 
 
       8ｃｍ 
     Ｏ        Ｂ 

 
（１）１回転させてできる立体の名前をいい

なさい。 
 
 
（２）１回転させてできる立体の体積と表面

積を求めなさい。            

 
 
 
 
 

 

１２ｃｍ 

８ｃｍ 

８ｃｍ 

８ｃｍ 
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数学 中学１年    第７章 資料の散らばりと代表値 
７－１ 資料の散らばりと代表値 
度数の分布 
１２０次の    にあてはまる言葉をかき入

れなさい。            
 
 
 
 
 
 
 

 
 
１２１ 下の度数分布表は、ある中学校１年女

子のハンドボール投げの結果である。こ

のことについて、次の問に答えなさい。 

階級（ｍ） 度数（人） 
 以上  未満 
１１～１４ ３ 

１４～１７ ５ 

１７～２０ ６ 

２０～２３ ４ 

２３～２６ ２ 

計 ２０ 

（１）階級の幅をいいなさい。 
 
 
（２）記録が１４ｍの生徒が入る階級をいいな

さい。 
 
 
（３）度数が最も多い階級をいいなさい。また、

その階級の度数をいいなさい。 
 
 
（４）２０ｍ以上の生徒の全体における割合を

求めなさい。 
 

１２２ 次の資料は、ある中学校の１年男子

４０人の垂直とびの結果です。このこ

とについて、次の問に答えなさい。   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１）下の度数分布表を完成させなさい。 

階級（ｃｍ） 度数（人） 
 以上  未満 
３０～３５  

３５～４０  

４０～４５  

４５～５０  

５０～５５  

５５～６０  

６０～６５  

計  

（２）階級の幅をいいなさい。 
 
 
（３）度数が最も多い階級をいいなさい。ま

た、その階級の度数をいいなさい。 
 
 
（４）４０ｃｍ以上の生徒数を求めなさい。 

 
 
（５）５０ｍ未満の生徒の全体における割合

を求めなさい。 
 

資料をいくつかの区間に分けて整理す

ることがあり、その区間を階級という。       

また、区間の幅を      、それぞれ

の階級に入っている資料の個数を、その階

級の      という。 
また、資料をいくつかの階級に分け、階

級ごとにその度数を示し、分布の様子を分

かりやすくした表を      という。 

 ４５ ３４ ４８ ３７ ３３ 
 ３１ ４５ ４４ ３９ ４８ 
 ５４ ５８ ３２ ４２ ５１ 
 ４３ ４９ ４２ ５２ ４３ 
 ４７ ５６ ４３ ６１ ３１ 
 ５７ ５０ ５３ ４３ ５１ 
 ４２ ３５ ５２ ３８ ４１ 
 ４５ ４６ ４０ ５５ ３８ 

（※単位：ｃｍ） 
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１２３ 下の度数分布表は、あるクラスの男子

の体重測定の結果をヒストグラムに表し

たものである。このことについて、次の

問に答えなさい。           

（人） 
 

        
        
        
        
        
        
        
        
        
        

35  40  45  50  55  60  65（kg） 
 
（１）このクラスの男子の人数を求めなさい。 
 
 
（２）体重が軽い方から数えて１０番目の生徒

が属する階級をいいなさい。 
 
 
（３）下のヒストグラムに、度数折れ線をかき

入れなさい。 
（人） 
 

        
        
        
        
        
        
        
        
        
        

35  40  45  50  55  60  65（kg） 

１２４ １２２で作成した度数分布表につい

て、次の問に答えなさい。 

（１）ヒストグラムに表しなさい。 
   （人） 
 

         
         
         
         
         
         
         
         
         
         

30  35  40  45  50  55  60  65（cm） 
 

（２）度数折れ線に表しなさい。 
   （人） 
 

         
         
         
         
         
         
         
         
         
         

30  35  40  45  50  55  60  65（cm） 
 
１２５ 次の    にあてはまる言葉を書

き入れなさい。 
 
 
 
 
 
 

10 

９ 

８ 

７ 

６ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

０ 

10 

９ 

８ 

７ 

６ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

０ 

10 

９ 

８ 

７ 

６ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

０ 

10 

９ 

８ 

７ 

６ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

０ 

全体の度数が異なる２つの資料を比べる

には、度数の代わりに「度数の合計に対する

割合」である      を用いるとよい。 
この割合は、 
（その階級の   ）÷（度数の   ） 

で求められる。 
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１２６ １２１の度数分布表をもとに、それぞ

れの階級の相対度数を求め、表を完成し

なさい。 
階級（ｍ） 度数（人） 相対度数 
 以上  未満 
１１～１４ ３  

１４～１７ ５  

１７～２０ ６  

２０～２３ ４  

２３～２６ ２  

計 ２０ １．００ 

 
１２７ １２２の度数分布表をもとに、度数を

記入し、それぞれの階級の相対度数を求め、

表を完成しなさい。          

階級（ｃｍ） 度数（人） 相対度数 
 以上  未満 
３０～３５   

３５～４０   

４０～４５   

４５～５０   

５０～５５   

５５～６０   

６０～６５   

計  １．００ 

 
範囲と代表値 
１２８ 次の    にあてはまる言葉を書き

入れなさい。           
（１）資料のようすを調べるとき、最大の値か

ら最小の値をひいた値を求めることがあ

る。これを分布の      という。 
（２）２つの資料を調べるときに、１つの数値

を代表させて、比べることが多い。このよ

うな数値を      という。 
 

（３）個々の資料の値の合計を資料の総数で

わって求める      は代表値の１

つである。 
（３）調べようとする資料の値を大きさの順

に並べたときの中央の値を     、

または中央値という。 
 （４）度数分布表で、度数が最も多い階級の

真ん中の値のことを      、また

は最頻値（さいひんち）という。 
 
 
 

 
１２９ 次の表は、ある中学校の１年１組と

１年２組の男子各２０人の５０ｍ走の

結果をまとめたものです。このことに

ついて、次の問に答えなさい。 
１年１組の記録（秒） １年２組の記録（秒） 

 ８．３  ９．４ 
 ８．５  ９．９ 
 ８．８  ６．８ 
 ９．９  ８．０ 
 ６．９  ９．３ 
 ９．３ １０．０ 
１０．０  ７．０ 
 ９．１  ８．４ 
 ７．０  ７．２ 
 ８．１  ８．４ 
 ７．３ １０．４ 
 ９．５  ７．９ 
 ７．４  ９．３ 
 ９．０  ８．６ 
 ９．７  ７．５ 
 ７．５  ６．９ 
１０．２  ８．６ 
 ７．７  ７．７ 
 ９．５  ９．０ 
 ８．１  ９．３ 
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（１）１年１組の記録の最大の値を求めなさい。 
 
 
（２）１年１組の記録の最小の値を求めなさい。 
 
 
（３）１年１組の記録の範囲を求めなさい。 
 
 
（４）１年２組の記録の範囲を求めなさい。 
 
 
（５）１年１組と１年２組の男子各２０人の５０

ｍ走の度数分布表を完成させなさい。 

階級（ｃｍ） １年１組 
度数（人） 

１年２組 
度数（人） 

 以上  未満 
 ６．５ ～ ７．０   

 ７．０ ～ ７．５   

 ７．５ ～ ８．０   

 ８．０ ～ ８．５   

 ８．５ ～ ９．０   

 ９．０ ～ ９．５   

 ９．５ ～１０．０   

１０．０ ～１０．５   

計   

（６）１年１組と 1 年 2 組の結果をもとに、平

均値、メジアン、モードを求め、次の表を

完成させなさい。 

 平均値 メジアン モード 

１年 
 １組    

１年 
 ２組    

（ｃｍ） 

７－２ 近似値と有効数字 
近似値 

１３１ 次の問に答えなさい。    
（１）ある数 a の小数第１位を四捨五入した

ら５になりました。 a の値の範囲を不等

号を使って表しなさい。 
 
 
（２）ある数 b を４０でわり、商の小数第１

位を四捨五入したら６になりました。こ

のような b のうちで、もっとも小さい数

を求めなさい。  
 
 
（３）ある整数 c を２０でわり、商の小数第

１位を四捨五入したら４になりました。

このような c のうちで、もっとも大きい

整数を求めなさい。  
 
 
 
有効数字 

１３２ ２地点Ａ，Ｂ間の距離を測り、１０

０ｍ未満を四捨五入して測定値１２５００

ｍを得ました。この測定値の有効数字をい

いなさい。         
  
 

 
１３３ 有効数字が３ケタまでの次の数を、 
（整数部分が１けたの数）×（１０の累乗）

の形に表しなさい。      

 （１）５３２０ 
 
 
（２）８４０００００ 
 

 
（３）５２７ 

 


